
か
な
も
の
と
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
近
江
と
い
う

歴
史
的
風
土
に
対
す
る
著
者
の
深
い
愛
着
が
う
か

が
わ
れ
る
書
で
あ
る
。

　
蛇
足
な
が
ら
、
著
者
も
参
加
さ
れ
、
本
書
に
多

く
の
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
滋
賀
県
中

世
城
郭
分
布
調
査
（
～
九
八
二
～
九
一
　
年
）
は
、

近
年
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
自
治
体
に

よ
る
中
世
城
郭
調
査
の
噛
矢
と
し
て
特
筆
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
貴
重
な
成
果
が
広
く
公

刊
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
一

方
で
は
全
国
で
多
く
の
城
郭
・
城
館
趾
が
開
発
等

に
よ
る
破
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
A
5
判
　
二
四
六
頁
　
一
九
九
七
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
新
入
錦
旗
来
社
　
三
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
田
泰
三
　
京
都
大
学
研
修
員
V

ム翼

告

　
平
成
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ

び
総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月
二
日

（
日
）
午
後
一
時
よ
り
京
大
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
鈴
木
利
章
、
永
田
英
正

の
両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
な
わ

れ
、
盛
会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

現
代
に
お
い
て

　
歴
史
学
は
可
能
か

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
利
章
氏

出
土
資
料
に
よ
る

　
漢
代
史
研
究
の
新
展
開

　
　
　
　
　
　
　
永
田
英
正
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開

催
さ
れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会

に
お
い
て
、
平
成
九
年
度
会
務
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
九
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

現
代
に
お
い
て
歴
史
学
は
可
能
か

鈴
　
木
　
利
　
章

　
報
告
者
の
史
学
思
想
史
へ
の
関
心
は
、
越
智
京

大
名
誉
教
授
と
の
共
訳
『
ウ
イ
ッ
グ
史
観
批
判
』

の
分
盛
業
「
歴
史
と
価
値
判
断
」
を
訳
し
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
。
こ
の
原
著
者
H
・
バ
タ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
歴
史
研
究
に
価
値
判
断
を
入
れ
る
こ
と

を
厳
し
く
批
判
し
て
お
り
、
ま
さ
し
く
正
統
派
歴

史
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
立
場
は
、
岡

じ
く
H
・
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
一
八

世
紀
後
半
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
学
派
に
ま
で
遡
る
が
、

象
徴
的
に
は
、
L
・
v
・
ラ
ン
ケ
の
、
一
八
二
四

年
十
月
『
ロ
ー
マ
風
ゲ
ル
マ
ン
風
諸
民
族
史
』
の

出
版
に
は
じ
ま
る
と
す
る
。
ラ
ン
ケ
は
、
こ
の
書

の
序
言
で
、
無
私
で
、
厳
密
な
る
史
料
批
判
を
駆

使
す
る
こ
と
が
、
歴
史
学
が
学
と
し
て
成
り
立
ち

う
る
大
前
提
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
≦
δ
Φ
し
。

①
侭
窪
二
一
魯
σ
q
Φ
乏
Φ
ω
Φ
p
と
表
現
し
た
。
か
れ
は
、

そ
の
文
書
の
直
前
で
、
「
人
は
歴
史
に
、
過
去
を

裁
き
、
未
来
に
役
立
た
し
め
る
た
め
に
同
時
代
を

教
へ
る
と
い
う
任
務
を
興
へ
て
る
る
が
、
現
在
の
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こ
の
試
み
は
か
・
る
高
い
役
目
を
引
受
け
る
も
の

で
は
な
」
（
山
中
謙
二
訳
『
ロ
ー
マ
的
・
ゲ
ル
マ

ン
的
高
麗
族
史
』
十
五
頁
）
い
と
、
過
去
の
裁
判

官
に
な
ら
な
い
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
後
、
さ
き
ほ

ど
の
富
三
　
口
と
な
っ
た
。
こ
の
文
書
は
、
黄
金
時
代

を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
自
然
科
学
の
方
法
論
か
ら
の

影
響
を
大
き
く
受
け
、
し
か
も
自
然
科
学
と
は
異

っ
た
、
歴
史
学
の
学
問
性
獲
得
へ
の
決
定
的
な
第

一
歩
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、
以
降
、
広
く
世
界
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
独
本
国
は
も
と

よ
り
、
英
、
仏
、
米
、
伊
、
も
ち
ろ
ん
わ
が
国
に

も
そ
の
方
法
論
は
、
遅
速
濃
淡
に
差
は
あ
る
が
、

導
入
さ
れ
た
。
わ
が
図
に
お
い
て
は
、
明
治
十
二

年
以
来
修
史
局
の
重
野
安
繹
　
　
末
松
謙
澄
の
ラ

イ
ン
で
、
当
時
英
国
で
活
躍
し
て
い
た
ハ
ン
ガ

リ
ー
生
ま
れ
の
文
明
史
家
G
・
G
・
ゼ
ル
フ
ィ
ー

の
歴
史
の
方
法
論
の
導
入
が
試
み
ら
れ
た
が
、
明

治
二
十
年
ラ
ン
ケ
の
方
法
論
の
流
れ
を
全
面
的
に

受
け
た
L
・
リ
ー
ス
の
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
史

学
科
外
国
人
教
師
へ
の
就
任
に
よ
り
、
文
明
論
の

方
向
が
否
定
さ
れ
、
厳
し
く
学
問
性
を
求
め
る
方

向
が
定
着
し
、
そ
れ
が
現
在
に
お
い
て
も
歴
史
学

を
研
究
す
る
基
本
姿
勢
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
方
法
論
を
遵
守
す
れ
ば
、
そ
の
学
問
性
は
保

障
さ
れ
る
と
い
う
専
門
的
歴
史
家
集
団
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
十
世
紀
に
入

る
と
、
こ
の
方
法
論
へ
の
疑
問
が
提
示
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
B
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
は
、

そ
の
著
『
歴
史
の
理
論
と
歴
史
』
に
お
い
て
、

「
す
べ
て
の
翼
の
歴
史
は
現
代
の
歴
史
で
あ
る
」

と
喝
破
し
、
ま
た
R
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
は
、

『
歴
史
の
観
念
』
に
お
い
て
、
ら
す
べ
て
の
歴
史

は
、
過
去
の
思
考
を
歴
史
家
自
身
の
心
中
で
追
体

験
す
る
こ
と
」
と
の
べ
、
ま
た
米
国
で
の
C
・
ベ

ッ
カ
ー
や
硫
・
ビ
ア
ー
ド
に
よ
る
同
様
の
指
摘
、

ま
た
わ
が
国
の
、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
西
井
克
巳
金

沢
大
学
名
誉
教
授
の
『
世
界
史
の
成
立
』
に
お
い

て
も
、
ラ
ン
ケ
が
発
行
し
た
『
歴
史
政
治
雑
誌
』

に
掲
載
さ
れ
た
『
強
国
論
』
や
『
政
治
問
答
』
を

素
材
に
し
て
、
ラ
ン
ケ
の
持
っ
て
い
る
、
か
れ
の

政
治
性
・
党
派
性
が
す
る
ど
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一…

¥
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
、
た
ま
た
ま
神
大
の

同
僚
よ
り
拝
借
し
た
b
d
・
ピ
Φ
鼠
ω
曽
麟
切
§
望
挙

篭
§
胸
い
ミ
鼠
ミ
8
整
髪
§
§
民
一
Φ
胡
、
ま
た
報

告
者
の
専
攻
し
て
い
る
分
野
に
お
い
て
も
、
た
と

え
ば
、
　
窒
○
鴛
8
朗
母
屋
ミ
§
α
g
蔦
謳
亀
韓
奪

詠
鷺
勲
一
り
縁
や
同
氏
の
論
文
竃
Φ
象
①
〈
巴
田
ω
8
7

一
〇
σ
q
H
巷
ξ
霧
］
≦
o
ユ
Φ
旨
℃
9
一
郎
。
既
9
鼠
ω
o
鉱
巴

6
ぎ
q
σ
q
多
き
ミ
、
N
ミ
ミ
G
§
琳
§
愚
ミ
織
墜
窯
§
嚢

一
⑩
①
○
。
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
歴
史
は
発
明
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
中
世
史
も
近
代
の
政
治
・
社
会

思
想
史
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
前
川
貞
次
郎
京
大

名
誉
教
授
の
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
』
も
、
時

代
に
よ
り
、
ま
た
政
治
的
立
場
に
よ
り
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
史
像
が
実
に
見
事
に
変
化
し
て
ゆ
く
様
が

描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
学
の
本
質
が
よ
く
わ

か
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
歴
史
学
の
転
換
は
、
明
治
十

年
代
G
・
ゼ
ル
フ
ィ
ー
よ
り
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人

L
・
リ
ー
ス
へ
の
変
化
で
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
英
国
に
お
い
て
も
、
一
八
七
〇
年
代
よ
り
八

○
年
代
に
か
け
て
、
わ
が
国
よ
り
少
し
先
行
し
て
、

変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
当
時
の
言
葉
で
表
現
す

れ
ば
、
「
事
実
な
き
思
想
派
」
か
ら
「
思
想
な
き

事
実
派
」
へ
の
移
行
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
一
八

八
六
年
（
二
十
九
）
の
寧
区
画
罫
ミ
§
ミ
ミ
沁
恥
－

鼠
鴨
鑓
の
創
刊
が
、
後
者
の
勝
利
の
象
徴
的
事
件

で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
わ
が
国
の
『
史
学

（
会
）
雑
誌
』
の
創
刊
は
、
一
八
八
九
年
で
あ
っ

た
。
重
野
鼻
下
の
要
請
で
末
松
謙
澄
を
通
し
て
執

筆
さ
れ
た
○
．
N
㊤
｛
戸
§
恥
象
§
亀
駄
勢
き
q

（
翻
訳
『
史
学
』
は
、
最
初
の
極
わ
ず
か
の
部
分

は
中
村
正
直
、
大
部
分
は
嵯
峨
正
作
で
、
稿
本
と

し
て
の
み
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
あ
る
）
は
、

「
史
家
ハ
、
又
身
ヲ
無
上
裁
判
官
ノ
地
位
二
置
ザ
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ル
可
ラ
ズ
」
と
の
べ
、
方
法
論
と
し
て
、
古
文
書

学
が
欠
如
し
て
い
る
な
ど
典
型
的
な
「
事
実
な
き

思
想
派
」
の
、
歴
史
学
入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。

（
こ
の
ゼ
ル
フ
ィ
ー
の
原
本
は
、
京
大
図
書
館
に

二
冊
あ
る
）
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
英
国
に
お

い
て
も
、
G
・
ゼ
ル
フ
ィ
ー
が
消
え
て
い
っ
た
の

は
、
ま
さ
に
ラ
ン
ケ
が
提
示
し
た
、
客
観
的
歴
史

学
へ
の
方
法
論
が
、
今
後
の
歴
史
学
研
究
の
唯
一

の
方
法
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
。

三
浦
周
行
「
日
本
史
学
史
概
説
」
（
『
日
本
史
の
研

究
2
1
上
』
）
に
よ
れ
ば
、
リ
ー
ス
が
外
国
人
教

師
と
し
て
招
か
れ
、
「
西
洋
史
の
外
メ
ト
ド
ロ

ジ
ー
の
講
義
を
担
当
さ
れ
た
が
、
翌
二
三
年
に
坪

井
九
馬
三
博
士
が
帰
朝
さ
れ
、
西
洋
史
及
び
史
学

研
究
法
を
担
当
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
あ
り
、

坪
井
博
士
は
、
明
治
三
五
年
わ
が
国
に
お
け
る
史

学
研
究
法
の
基
本
と
な
っ
た
『
史
籍
研
究
法
』
の

著
者
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
歴
史
学
研
究
法

の
礎
を
築
い
た
。
と
は
い
え
、
ゼ
ル
フ
ィ
…
史
挙

の
方
向
も
残
り
、
例
え
ば
、
東
京
専
門
学
校
の
講

義
録
『
史
学
綱
要
』
（
後
藤
寅
之
助
著
明
二
四
）

に
は
「
英
の
ゼ
ル
ッ
ヒ
ー
の
如
き
は
科
學
的
に
し

て
且
哲
理
的
の
攻
究
を
な
し
た
る
者
と
云
う
べ
し
。

余
は
凡
例
に
て
辮
ま
へ
た
る
理
由
に
依
り
、
ゼ
ル

ッ
ヒ
ー
の
主
義
に
従
ひ
て
講
義
す
べ
し
」
と
あ
り
、

ま
た
明
治
三
十
年
代
中
頃
に
は
、
「
史
學
家
に
あ

ら
ず
し
て
死
養
家
な
り
」
と
ラ
ン
ケ
流
歴
史
学
の

弊
害
を
指
摘
す
る
声
も
あ
が
っ
て
お
り
、
興
味
を

ひ
く
。

　
G
・
イ
ッ
ガ
ー
ズ
の
指
摘
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、

ラ
ン
ケ
流
歴
史
学
は
、
全
世
界
に
根
を
お
ろ
し
、

大
学
で
講
座
と
し
て
制
度
化
さ
れ
、
歴
史
学
方
法

論
の
基
本
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ラ
ン
ケ
史

学
に
対
し
、
大
き
く
二
つ
の
方
面
よ
り
の
批
判
が

あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
実
証
に
徹
す
る
た
め
、

勢
い
、
研
究
の
細
分
化
が
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
こ

と
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
ラ
ン
ケ
史
学
の
客
観
性

そ
れ
自
体
へ
の
批
判
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
後

者
の
批
判
に
は
、
二
通
り
あ
る
。
ま
ず
細
分
化
へ

の
批
判
は
、
ウ
イ
ッ
グ
史
家
G
・
M
・
ト
レ
ヴ
エ

リ
ア
ン
や
そ
の
弟
子
」
・
H
・
プ
ラ
ム
の
糊
過
去

の
終
焉
』
を
出
す
ま
で
も
な
く
、
多
数
の
史
家
に

よ
り
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
批
判
は
、

歴
史
学
の
根
幹
そ
の
も
の
を
ゆ
る
が
す
重
要
問
題

で
あ
り
、
そ
の
動
き
を
紹
介
し
、
本
報
告
を
閉
じ

　
　
　
へ
　
　
　
　

よ
う
と
田
じ
う

　
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
批
判
に
は
二
種
類
あ
り
、

そ
の
ひ
と
つ
は
、
史
料
批
判
に
よ
る
事
実
の
確
認

は
肯
定
で
き
る
が
、
そ
れ
を
叙
述
に
す
る
べ
く
配

列
す
る
際
に
、
主
観
と
い
う
解
釈
が
入
る
と
い
う

批
判
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
事
実
の
確
認
の

可
能
性
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
B
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
以
下
報
告
し
て
き
た
が
、

こ
こ
で
は
二
十
感
慨
後
半
の
匿
ざ
ま
し
い
例
を
挙

げ
て
お
く
。
一
九
七
三
国
軍
≦
耳
ρ
さ
ミ
ミ
鱗
ー

ミ
遂
で
あ
り
、
こ
の
書
物
で
、
ラ
ン
ケ
の
躍
甲

δ
蔓
も
冨
Φ
β
策
し
。
8
受
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。

次
で
T
・
タ
ー
ン
は
、
そ
の
著
『
科
学
革
命
の
構

造
』
（
一
九
七
〇
）
に
お
い
て
、
客
観
性
を
至
上

命
令
と
す
る
自
然
科
学
の
分
野
で
、
パ
ラ
ダ
イ
ム

論
が
提
示
さ
れ
、
デ
ー
タ
を
集
め
、
法
則
を
ひ
き

出
す
と
い
う
帰
納
法
自
体
が
批
判
さ
れ
、
科
学
者

は
、
た
だ
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
創
出
す
る
の
み
で
、
そ

れ
を
維
持
す
る
専
門
家
集
団
が
創
設
さ
れ
る
だ
け

で
、
客
観
的
普
遍
的
真
理
は
存
在
し
な
い
と
批
判

し
た
。
同
じ
こ
と
は
、
歴
史
学
の
分
野
に
も
十
分

に
通
用
し
得
る
の
で
あ
る
。
報
告
者
に
と
っ
て
も
、

タ
ー
ン
の
主
張
は
十
分
頃
説
得
力
の
あ
る
主
張
と

思
わ
れ
る
。
乏
・
出
「
ζ
o
累
㊧
芦
属
属
ぼ
ω
δ
蔓
。
門

6
罎
葺
ζ
葦
戸
卑
し
。
8
蔓
窒
匹
曄
G
。
8
臣
欝
ρ
香

緊
肉
こ
｝
り
Q
。
①
も
こ
の
立
場
を
明
快
に
述
べ
た
も

の
で
あ
る
。

　
事
実
そ
の
も
の
の
確
認
へ
の
疑
問
は
、
報
告
者

に
と
っ
て
は
、
一
九
八
六
年
米
国
中
世
史
の
専
門

雑
誌
憩
象
ミ
§
国
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
た
論
争
に

（126）126



は
じ
ま
る
。
つ
ま
り
、
累
．
℃
蝉
纂
器
さ
竃
群
口
σ
q

巷
ピ
O
簿
日
冒
や
く
O
回
2
山
と
国
．
ω
＄
笛
ρ

℃
o
。
。
瓦
窯
Φ
頃
翼
。
蔓
。
＜
o
轡
①
一
－
蒔
と
の
論
争
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
『
思
想
　
特
集
歴
史
学
と
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
』
　
～
九
九
四
・
四
号
も
、
同
様
の
論
争

の
紹
介
で
あ
る
。
ま
た
G
・
イ
ッ
ガ
ー
ス
『
2
0
世

紀
の
歴
史
学
婦
（
早
島
瑛
訳
）
は
、
伝
統
的
な
歴

史
学
を
死
守
し
て
ゆ
こ
う
と
の
立
場
で
あ
り
な
が

ら
、
馨
し
い
動
向
が
克
明
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
主
張
は
、
「
雷
魚
は
、
醤
語
の

外
部
に
あ
る
現
実
を
体
現
す
る
も
の
で
も
な
け
れ

ば
、
そ
れ
を
表
現
す
る
手
段
で
も
な
い
」
と
し
、

史
料
に
現
実
が
反
映
し
て
い
る
と
す
る
従
来
の
歴

史
学
を
批
判
し
た
。
G
・
イ
ッ
ガ
ー
ス
は
、
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
の
立
場
に
は
与
し
な
い
が
、
従
来
の
ラ

ン
ケ
理
解
と
は
異
な
り
、
「
ラ
ン
ケ
に
つ
い
て
の

誤
解
が
広
が
っ
て
お
り
、
訂
正
を
必
要
と
す
る
。

ラ
ン
ケ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
専
門
職
と
し
て

の
歴
史
学
の
創
始
者
が
賛
美
し
た
よ
う
に
は
、
頑

迷
な
、
事
実
に
の
み
こ
だ
わ
る
専
門
家
で
は
な
か

っ
た
」
と
、
か
れ
の
主
観
的
側
面
に
理
解
を
示
し

て
い
る
。

　
一
九
八
八
年
℃
・
窯
。
〈
8
脚
8
心
象
翼
○
露
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

∪
お
恥
語
は
、
米
国
に
お
け
る
客
観
的
歴
史
学
へ

の
信
仰
を
見
事
に
打
ち
く
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、

主
張
の
は
げ
し
さ
か
ら
、
大
変
に
論
争
を
呼
び
お

こ
し
た
。

　
ま
た
一
九
九
五
年
第
一
八
回
国
際
歴
史
学
会
で

の
客
℃
騨
冨
p
葭
氏
と
明
治
大
学
教
授
三
宅
正
樹

氏
の
共
同
報
告
麟
。
鋤
。
戸
匿
霞
鑓
二
謀
陣
少
○
ぼ
Φ
9

牙
一
芯
は
、
国
際
歴
史
学
会
で
も
、
こ
の
種
の
問

題
が
と
り
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
で
も
注
足
す
べ
き
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
従
来
の
ラ
ン
ケ
史
学
に
対
す

る
批
判
は
、
そ
の
客
観
性
と
い
う
側
面
に
お
い
て

相
当
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
真

剣
に
こ
れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
ま
し
て
や
、
事
実
の
確
認
が
不
可
と
も
な
れ

ば
、
歴
史
学
そ
の
も
の
の
存
立
も
あ
や
う
く
な
り
、

わ
れ
わ
れ
は
歴
史
学
を
存
立
さ
せ
る
た
め
の
、
新

し
い
建
立
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
学

は
、
現
代
に
お
い
て
重
大
な
危
機
に
お
ち
い
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

出
土
資
料
に
よ
る

　
漢
代
史
研
究
の
新
展
開永

　
田
　
英
　
正

こ
こ
で
宣
う
出
土
資
料
は
、
書
写
材
料
と
し
て

紙
が
普
及
す
る
以
前
に
用
い
ら
れ
た
竹
簡
や
木
腰

い
わ
ゆ
る
簡
贋
を
指
す
。

　
漢
代
の
簡
腰
の
出
土
地
は
、
大
別
し
て
辺
境
で

は
漢
蔓
生
燧
（
監
視
哨
）
遺
肚
で
あ
り
、
内
郡
で

は
混
綿
が
大
部
分
で
あ
る
。
こ
の
出
土
地
の
相
違

に
応
じ
て
簡
腰
の
内
容
に
も
相
違
が
認
め
ら
る
。

す
な
わ
ち
前
者
で
は
行
政
文
書
が
圧
倒
的
多
数
を

占
め
、
他
に
は
個
人
の
手
紙
や
暦
や
書
籍
な
ど
が

あ
る
。
一
方
後
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
遣
策
（
副
葬

品
の
目
録
）
と
書
籍
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
簡
腰

の
研
究
方
法
に
も
相
違
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
辺
境
出
土
の
簡
腰
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
内

蒙
古
自
治
区
エ
チ
ナ
河
流
域
黒
土
の
い
わ
ゆ
る
居

延
漢
簡
と
疏
勒
河
流
域
出
土
の
い
わ
ゆ
る
敦
煙
漢

簡
で
あ
る
。
こ
れ
ら
漢
代
辺
境
出
土
の
簡
懐
の
研

究
方
法
と
し
て
は
、
例
え
ば
得
る
制
度
に
関
係
の

あ
る
簡
腰
を
集
め
て
制
度
の
具
体
的
な
内
容
を
明

ら
か
に
し
た
り
、
ま
た
簡
腰
の
記
載
様
式
か
ら
同

類
の
簡
腰
を
集
め
て
艶
書
や
文
書
を
復
元
し
、
そ

こ
か
ら
政
治
や
制
度
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
が
あ

る
。
ま
た
簡
績
の
記
事
を
文
献
と
結
び
つ
け
て
研

究
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
中

国
お
よ
び
日
本
の
大
多
数
の
研
究
に
見
ら
れ
る
方

法
で
、
今
日
で
も
な
お
主
流
を
占
め
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
論
者
の
方
法
は
、
或
る
一
つ
の
遺
鮭
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か
ら
出
土
し
た
西
横
を
一
括
し
て
捉
え
、
そ
れ
ら

の
書
痴
の
多
角
的
な
分
析
を
通
じ
て
本
来
そ
の
遺

蹴
に
存
在
し
て
い
た
都
響
の
役
割
や
働
き
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
方
法
で
あ
る
。
論
者
は
、
か
つ
て

～
九
三
〇
～
三
～
年
に
か
け
て
発
見
さ
れ
た
居
延

旧
簡
中
の
約
半
数
を
占
め
る
破
城
子
す
な
わ
ち
甲

渠
候
窟
出
土
簡
に
お
い
て
こ
れ
を
試
み
、
聡
慧
候

官
を
中
心
と
す
る
文
書
政
治
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
候
官
と
い
う
官
署
の
機
能
や
役

割
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
論
者
が

目
ざ
し
た
の
は
簡
績
の
古
文
書
学
的
研
究
の
確
立

で
あ
り
、
こ
れ
は
中
国
の
研
究
者
に
は
見
ら
れ
な

い
研
究
方
法
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
論
者
の
研
究
方
法
と
研
究
関
心
か

ら
す
る
と
、
エ
チ
ナ
河
流
域
出
土
簡
で
残
る
研
究

聾
心
は
、
一
九
七
三
～
七
四
年
に
か
け
て
発
見
さ

れ
た
居
常
新
簡
約
一
万
二
千
枚
を
出
土
し
た
肩
水

金
関
（
エ
チ
ナ
河
流
域
の
関
所
の
一
つ
）
で
あ
る

が
、
灰
聞
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
資
料
の
公
刊
は
当

分
見
込
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
目

し
た
い
の
が
、
疏
勒
河
流
域
に
属
す
る
懸
泉
置
出

土
簡
で
あ
る
。
置
と
は
傳
と
か
郵
の
漢
代
の
呼
称

で
、
文
書
や
物
質
な
ど
を
中
継
す
る
入
馬
の
発
着

場
所
を
醤
う
。
敦
燈
の
泡
盛
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

三
野
山
の
北
の
扇
状
地
上
に
位
置
し
、
一
九
九
〇

～
九
一
年
に
か
け
て
約
二
万
枚
の
簡
単
が
発
見
さ

れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
少
数
の
簡
腰
し
か
公
表
さ

れ
て
い
な
い
が
、
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
時

間
の
問
題
で
あ
り
、
公
刊
の
暁
に
は
従
来
の
蜂
燧

と
は
異
な
る
官
署
の
具
体
的
な
機
能
が
判
明
す
る

の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
内
郡
の
傳
や
郵
の
機
能
と

も
貰
い
通
ず
る
も
の
と
し
て
、
大
い
に
期
待
で
き

る
研
究
対
象
で
あ
る
。
た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
大
部
分
が
上
下
に
移
行
す
る
峰
燧

の
出
土
簡
と
は
異
な
り
、
長
泉
置
で
は
更
に
加
え

て
通
過
す
る
簡
騰
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ

の
点
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
肩
水
金

関
出
土
簡
で
も
同
様
で
あ
る
。

　
一
方
、
中
国
内
郡
で
注
目
す
べ
き
簡
憤
と
し
て

は
、
一
九
九
三
年
に
江
蘇
省
連
雲
港
市
郊
外
か
ら

発
見
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
勢
湾
漢
墓
出
土
簡
が
あ

る
。
墓
主
は
当
時
の
東
海
郡
の
功
曹
史
を
勤
め
た

師
饒
（
成
帝
の
元
延
三
年
、
前
一
〇
年
残
）
で
、

木
腰
が
二
三
枚
、
竹
簡
一
三
三
枚
（
綴
合
の
結
果

一
〇
四
枚
）
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
と
り
わ

け
注
目
さ
れ
る
の
は
木
無
類
で
、
そ
の
大
部
分
が

行
政
文
書
に
属
す
る
内
容
で
あ
る
点
で
あ
る
。
例

え
ば
一
号
腰
の
『
集
簿
』
の
記
載
内
容
は
、
ま
ず

東
海
郡
下
の
県
・
邑
・
侯
国
の
総
数
に
始
ま
り
、

以
下
郷
と
里
の
総
数
、
里
正
の
総
数
。
亭
と
亭
卒

の
総
数
。
郵
と
郵
程
の
総
数
。
東
海
郡
の
境
域

（
東
西
・
南
北
）
の
黒
数
。
県
三
老
・
郷
三
老
・

孝
悌
力
田
の
各
総
数
。
郡
以
下
各
官
庁
の
長
吏
と

属
吏
の
数
。
郡
の
戸
数
と
口
数
の
総
計
。
郡
の
墾

田
と
斜
塔
小
麦
繭
積
の
総
数
。
郡
の
男
女
別
人
口

と
年
齢
構
成
状
況
の
統
計
。
郡
の
春
季
種
樹
面
積

の
総
数
。
春
以
降
に
増
加
し
た
戸
数
と
口
数
並
び

に
消
費
穀
物
の
総
数
。
郡
の
各
種
銭
穀
の
出
入
の

総
数
等
に
わ
た
っ
て
い
る
。
上
計
の
基
礎
資
料
と

で
も
醤
う
べ
き
内
容
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
太
守

府
や
都
尉
府
以
下
、
県
や
侯
国
等
の
吏
員
の
編
成

並
び
に
定
数
を
記
し
た
『
郡
属
県
郷
吏
員
簿
』

（
二
号
臆
）
。
東
海
郡
に
属
す
る
三
八
の
県
・

邑
・
侯
国
等
の
長
吏
に
つ
い
て
本
貫
と
姓
名
、
葡

任
の
官
職
、
昇
進
や
抜
擢
の
理
由
等
を
記
し
た

『
吏
員
遷
除
簿
臨
（
仮
題
、
三
・
四
号
蹟
）
。
「
輸

銭
都
内
」
「
赫
」
「
告
」
「
寧
」
「
死
・
免
」
「
有
劾
」

「
未
到
官
」
の
七
項
目
に
つ
い
て
各
々
官
職
や
姓

名
、
月
日
を
記
録
し
た
『
吏
員
考
績
鯵
』
（
仮
題
、

五
号
騰
）
。
永
始
四
年
（
前
＝
一
　
）
の
武
庫
の
車

馬
や
兵
器
等
に
つ
い
て
種
類
と
数
量
を
訳
し
た

『
武
庫
兵
車
器
集
簿
』
（
六
号
腰
）
等
々
が
あ
る
。

　
右
の
木
腰
の
内
容
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
は
東
海
郡
太
守
府
の
遺
趾
か
ら
出
土
し
た
と

書
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
魚
種
で
あ
り
、
こ
れ
が
功
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群
聚
の
土
中
か
ら
出
土
し
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら

ば
、
彼
は
霞
宅
で
執
務
し
て
い
た
か
の
ご
と
き
感

さ
え
す
る
程
で
あ
る
。
こ
の
一
群
の
簡
腰
は
、
漢

代
地
方
行
政
制
度
研
究
の
第
一
級
の
資
料
で
あ
り
、

研
究
に
格
段
の
進
展
を
も
た
ら
す
こ
と
は
書
う
ま

で
も
な
い
が
、
同
時
に
今
次
の
発
見
は
簡
腰
研
究

者
の
通
念
を
覆
す
発
見
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
最
初
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
内
郡
の
道
中
か
ら
出
土
す
る
簡
腋
は
遣

策
か
書
籍
で
あ
る
と
い
う
の
が
大
方
の
見
解
で
あ

り
、
墓
中
か
ら
は
こ
の
種
の
よ
う
な
行
政
文
書
は

出
土
す
る
筈
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
歩
湾
漢
墓
の
場
合
、
豊
中
か
ら
発
見
さ
れ

て
い
る
点
、
そ
れ
が
本
文
書
と
は
謡
い
難
く
、
本

文
書
の
控
え
か
下
書
き
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
内
容
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
行
政
文
書
で
あ
る
。

何
故
こ
の
種
の
行
政
文
書
が
指
導
か
ら
出
土
し
た

か
は
今
後
の
検
討
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ

の
事
実
は
今
後
と
も
墓
中
か
ら
行
政
文
書
が
出
土

す
る
可
能
性
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ

る
。　

辺
境
に
お
け
る
懸
泉
置
出
土
簡
と
内
郡
に
お
け

る
舜
湾
漢
墓
出
土
簡
は
、
簡
糠
の
出
土
場
所
や
内

容
の
い
ず
れ
の
面
に
お
い
て
も
得
代
史
研
究
に
新

し
い
境
地
を
開
く
簡
績
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
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